


管理本部長の川村でございます。本日は、弊社の第2四半期決算説明会にご参加賜りまして、誠に
ありがとうございます。私から第2四半期の決算概要についてご説明申し上げます。
まず初めに、第2四半期のサマリーでございます。売上高はコロナ禍の中、テレワークの拡大でPC
の販売が伸びるも、大口取引先との商権・商流の変更による影響を大きく受けて減収となりました。
減収に伴い、販管費縮減に努めるも、営業利益・経常利益ともに減益でございました。当期純利益
は、企業買収に伴う負ののれん益計上による増益となっております。
主なセグメントの概況でございますが、電子部品につきましては、本年4月からエクセルを新たに連
結化するも、富士通エレクトロニクスにおいてCypress社代理店権の解消により、売上を大きく落と
し、減収となっております。EMSビジネスにつきましては、医療向けは堅調でございましたが、車載向
けや空調向けは、コロナ拡大による海外工場の一部操業休止等の影響を受けて減収となりました。
情報機器につきましては、PC販売ビジネスは、テレワークやオンライン授業の拡大により増収となっ
ております。一方、住宅向け家電販売ビジネスは減収が続いております。
2021年3月期、当期の業績予想でございますが、一部製造業ではコロナの影響から徐々に回復の
兆しがあり、加えて、社内計画比で上振れ進捗した第2四半期の実績を踏まえて、前回の予想、8月
6日に公表させていただいておりますが、こちらから売上高・営業利益・経常利益を上方修正しており
ます。当期純利益は、先行きを慎重に見て据え置いております。
株主還元についてでございますが、中間配当は期初の予想どおり1株当たり30円を実施させていた
だきます。期末配当につきましては、現時点では期初予想の1株当たり30円を据え置いております。



業績のハイライトに移ります。売上高につきましては、1,888億5,900万円となりまして、前年比18.1%
の減少となっております。当初の対外発表させていただいております売上高は、通期で4,000億円
でございましたので、進捗率では47.2%となります。営業利益につきましては、44億3,400万円となり
まして、15.4%の前年比減益となっております。対外的には50億円で発表させていただいておりま
すので、進捗率は88.7%となります。
経常利益でございますが、43億3,800万円となりまして、前年比21.8%の減益でございました。対外
的には45億円で通期予想を発表させていただいておりますので、この45億円に対する進捗率は
96.4%でございます。親会社株主に帰属する四半期純利益は107億7,200万円となりまして、約3倍
の207.3%増となっております。通期の当初の見通しでは100億円を予定しておりましたので、こちら
はすでに達成しております。EPSでございますが、392円30銭となっております。



続きまして、第2四半期のセグメント別の業績をご説明させていただきます。電子部品につきまして
は、1,568億8,700万円となりまして、前年比21.5%減でございました。セグメント利益につきまして
は、30億8,300万円となりまして、前年比27.3%減となっております。情報機器につきまして、売上高
231億9,200万円となりまして16.1%増。セグメント利益につきましては、11億6,000万円となりまして、
87.8%増となっております。続いて、ソフトウェアでございますが、12億7,400万円の売上高でござい
まして、前年比4.3%減。セグメント利益は8,600万円となりまして、前年比84%増となっております。そ
の他につきましては、75億500万円の売上高で、21.1%減。セグメント利益は3,600万円となりまし
て、前年比86.1%減という結果となっております。



続きまして、M&Aで会社が大きくなってきておりますが、この影響がどうであったかをご説明申し上
げます。まず、売上高でございますが、前年比417億7,100万円の減収でございました。その内訳で
ございますが、加賀電子の従来からのグループ会社の合計値では88億8,000万円のマイナスでご
ざいました。富士通エレクトロニクスが514億9,400万円のマイナスでございます。新しくグループに
入りましたエクセルの売上高は186億400万円でございました。
売上総利益につきましては、グループで21億3,000万円の減益でございました。内訳は加賀電子
グループが4億9,400万円のマイナス、富士通エレクトロニクスが26億3,300万円のマイナス、エクセ
ルが10億900万円の増加の要因となっております。また、粗利益率につきましては、加賀電子グ
ループは14.3%と、前年の13.7%から増加しております。それから、富士通エレクトロニクスにつきま
しても、8.0%の実績となりまして、前年の6.7%から増益となっております。
続いて、販管費でございますが、13億2,500万円、全体では前年比減少となっておりましたが、加
賀電子グループは11億400万円のマイナス。それから、富士通エレクトロニクスが12億7,800万円
のマイナス。新しくグループに入ったエクセルの分が10億5,800万円の増加となっております。
最後、営業利益でございますが、グループ全体で8億500万円の減益となっております。加賀電子
グループとしては6億6,700万円のプラス、富士通エレクトロニクスが13億7,000万円のマイナス、エ
クセルが1億600万円のマイナスという内訳となっております。



続きまして、第2四半期の会社別の業績をご説明申し上げます。加賀電子グループが1,105億
3,500万円の売上高でございまして、前年比7.4%減でございました。売上総利益は158億5,300万円
となりまして、前年比3.0%減でございます。セグメント利益は46億1,900万円となりまして、こちらは
16.9%増となっております。
富士通エレクトロニクスですが、売上高が597億2,000万円となりまして、こちらは大きく46.3%減と
なっております。売上総利益が47億8,400万円となりまして、35.5%減です。セグメント利益につきま
しては、8,400万円の損失となっております。
続きまして、エクセルでございますが、売上高が186億400万円でございました。また、売上総利益
につきましては、10億900万円となりまして、セグメント利益は1億600万円の損失でございました。



セグメントの主なものをご説明申し上げます。まず、電子部品事業でございますが、売上高につき
ましては、先ほど申し上げたとおり429億3,100万円のマイナスでございました。21.5%減です。それ
から、セグメント利益は11億5,500万円のマイナスで、27.3%減となっております。この要因でござい
ますが、部品販売ビジネスにつきましては、エクセルのグループ会社化による増収効果がござい
ましたが、富士通エレクトロニクスでのCypress社代理店権解消などの影響で、大きく減収となって
おります。
EMSビジネスにつきましては、医療機器向けが堅調に推移するも、車載関連、それから空調向け
は低調に推移いたしました。また、新型コロナウイルス感染拡大により、海外工場において一部操
業休止や生産調整の影響がございました。



続きまして、情報機器事業でございます。売上高は32億2,300万円増で、16.1%増でございました。
セグメント利益は5億4,200万円の増加で、87.8%増でございました。この要因でございますが、パソ
コン及びPC周辺機器の販売はコロナ禍の中、テレワークですとか、オンライン授業の需要増によ
り家電量販店、学校、それから、教育機関向けに好調に推移いたしました。一方、住宅向けの家
電販売ビジネスは低調に続いております。



続きまして、第2四半期の四半期ごとの数字をご説明申し上げます。第2四半期の3カ月の実績
は、売上高1,047億2,900万円でございました。前年の同期と比較しますと、13.5%減でございまし
た。第1四半期の実績値が841億3,000万円でございましたので、対前四半期比で申し上げますと、
24.5%増となっております。
営業利益でございますが、27億7,800万円となりまして、前年比18%減、直前期比で67.8%増となって
おります。経常利益、28億400万円となりまして、前年比19.9%減、直前期比で82.9%増となっており
ます。親会社株主に帰属する四半期純利益は21億2,800万円となりまして、前年同期比で1.1%の
減少、直前期比では75.4%減となっております。こちらは、直前期の第1四半期の時点で、エクセル
の負ののれんを計上したことが大きな要因となっております。



続きまして、セグメント別の四半期ごとの数字をご説明申し上げます。第2四半期3カ月間の、電子部
品事業の売上高は886億9,000万円でございまして、前年同期比で15.7%減、第1四半期の直前期に比
較すると30.1%増でございました。セグメント利益につきましては、18億9,700万円となりまして、前年比
27.5%減、直前期比で60%増となっております。
次に、情報機器につきましては、売上高106億5,400万円となりまして、前年同期比8.2%増、直前期比
では15%減となっております。セグメント利益につきましては、5億7,700万円となりまして、前年比34.6%
増、直前期比では0.9%減となっております。
ソフトウェアは売上高7億8,300万円となりまして、前年同期比12.5%減、直前期比で59.2%増。セグメント
利益は1億3,100万円となりまして、前年同期比20.5%増となっております。
その他でございますが、売上高46億円、前年同期比で9.8%減、直前期比で58.4%増となっております。
セグメント利益は1億3,700万円となりまして、前年同期比26.2%減でございました。直前期が赤字の1億
100万円の損失でございましたので、こちらは黒字に転換しております。





続きまして、会社別の業績をご説明申し上げます。従来からの加賀電子グループの第2四半期の
売上高580億4,100万円でございました。前年同期比で6.0%減、直前期比では10.6%増となっており
ます。売上総利益につきましては、84億1,000万円となりまして、前年同期比1.5%減、直前期比では
13%増となっております。営業利益につきましては、27億4,900万円となりまして、こちらは前年比
17.7%増と、増益となっております。直前期比では47%増となっております。
富士通エレクトロニクスにつきましては、売上高305億4,800万円となりまして、前年同期比48.5%
減、直前期比では4.7%増となりました。売上総利益につきましては、24億5,500万円となりまして、
前年同期比41.1%減、直前期比では5.5%増となっております。営業利益につきましては、6,500万円
の損失でございました。こちらは前年が10億5,700万円の利益計上しておりましたので、売上総利
益が大きくマイナスに落ち込んだことが要因で赤字となっております。
新しくグループに入りましたエクセルにつきましては、売上高が161億3,900万円となりました。売上
総利益につきましては、7億7,900万円となりまして、営業利益につきましては、第2四半期9,100万
円の黒字となっております。エクセルグループは、第2四半期から海外子会社が数字に入ってきて
おりますので、この要因もございまして、第2四半期から黒字に転換しております。







続きまして、バランスシートのご説明に入らせていただきます。まず資産の部でございますが、総
資産は2,099億800万円となりまして、3月期に比べますと22億7,000万円の増加となっております。
内訳は、流動資産が1,723億7,600万円でございまして、こちらは19億5,500万円の減少です。固定
資産が375億3,200万円となっておりまして、42億2,600万円の増加でございました。
続きまして、負債の部でございますが、1,137億4,500万円となりまして、3月期に比べますと、76億
4,300万円の減少となっております。純資産は961億6,300万円となりまして、こちらは99億1,300万
円増加しております。



資産の内訳でございます。まず、棚卸資産でございますが、377億2,900万円となりまして、58億
2,100万円の増加となっております。在庫回転日数は36.6日となっております。売上債権でございま
すが、918億6,400万円となりまして、4億9,300万円の増加でございます。仕入債務につきまして
は、546億500万円となりまして、155億8,300万円の減少となっております。売上債権回転日数につ
きましては89日、仕入債務回転日数については61.1日となっております。



続きまして、現預金・有利子負債/キャッシュフローについてご説明申し上げます。現預金につきま
しては、355億5,400万円の残高となりまして、78億3,000万円の減少となっております。有利子負債
につきましては、391億7,900万円となりまして、104億4,300万円の増加となっております。D/Eレシ
オは0.44となっております。また、ネットD/Eレシオは0.04となっております。
キャッシュフローでございますが、営業キャッシュフローは70億1,700万円の使用でございました。
投資キャッシュフローにつきましては、29億9,600万円の使用となっております。財務キャッシュフ
ローにつきましては、8億5,500万円の使用となっております。



キャッシュフローに関するご説明でございますが、エクセルの子会社化、大口商権の商流変更、な
らびにコロナの影響などによって、営業キャッシュフローが一時的に支出増となっておりますけれ
ども、2021年3月期末には反転を見込んでおります。
営業キャッシュフローの内訳でございますが、税引き前当期純利益で121億2,600万円獲得してお
りますが、負ののれん発生益で79億6,300万円の支出。それから、売上債権の減少が105億4,700
万円、棚卸資産の減少が18億3,500万円、仕入債務の減少が215億4,000万円等が主なものでご
ざいまして、70億1,700万円の支出となっております。



最後となりますが、通期の業績予想についてご説明申し上げます。8月6日の時点で通期の業績
予想を発表させていただいておりましたが、第2四半期の業績を受けまして、今回売上高を4,100
億円と100億円増額させていただきました。営業利益につきましては、75億円と、25億円増額させ
ていただいております。また、経常利益につきましても、75億円、こちらは30億円増額させていただ
いております。
親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、100億円と、こちらは据え置きのままとさせて
いただいております。



この売上高、利益の増額の要因でございますが、簡単にご説明させていただきたいと思います。
前回、売上高4,000億円を発表させていただいたときの内訳でございますが、この時点では加賀電
子を2,400億円、富士通エレクトロニクスを1,600億円、エクセルの売上高を500億円と見積もらせて
いただいておりました。これがコロナ前で4,500億円だったのでございますが、このときにコロナもご
ざいましたので、この減収リスクとして500億円を見積もりまして、差し引き4,000億円で売上高の予
想を作らせていただいておりました。
第2四半期の決算を受けまして、この内、加賀電子分が50億円売上高を減少させた2,350億円、富
士通エレクトロニクスにつきましては、350億円売上高を減少させて、1,250億円、エクセルは変わら
ず500億円で、合計で全体で100億円増額の4,100億円の売上高とさせていただいております。
営業利益につきましては、コロナ前に加賀電子が75億円、富士通エレクトロニクスを10億円、エク
セルはブレークイーブンで予定しておりました。コロナの影響による減益リスクとして売上の総利
益の減少が50億円、利益の回復策として15億円で、差し引き35億円の減益を織り込んで50億円と
させていただいておりましたが、今回の結果を受けまして、こちらを10億円のマイナス。内訳は、売
上総利益の減少が40億円、利益の回復策等で30億円となっております。結果といたしまして、25
億円増額した75億円の営業利益の修正となっております。
当期純利益につきましては、当初80億円の特別利益、こちらもエクセル買収による負ののれん益
の計上でございますが、こちらに加えて特別損失。これはグループ全体での構造改革ですとか、
事業リスク等、こちらで15億円。それから、法人税等で15億円がございまして、合わせて100億円
を当初予定しておりましたが、この内、特別損失等で30億円。それから、法人税等で25億円を見込
みまして、合計で据え置きの100億円という予想になっております。
以上のとおり、非常に厳しい環境下で事業を進めておりますが、通期業績では前年に比べますと
減収減益でございますが、グループ全体、力を合わせまして業績の向上に向けて頑張りたいと思
いますので、ご支援の程、よろしくお願いいたします。
ご静聴ありがとうございました。
















